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　　火口の動き
一・一一3潟1日現在一

男　　49327（一1）

女49411（一3〉
計　　　8，738〈一4）

世帯数29223（一1）

　（）は前月比較

おたのしみ会をして楽しむ
　毎年数回、町内の各保育園では、日ごろの園生活の様子や、

趣向を凝らしたいろいろな出し物を保護者の方に見ていただ

＜「おたのしみ会」を開催しています．

　2月5日、橘保育園（園児69人）でこの会が開かれ、園
児全員による歌、ぞう組（5歳児）、きりん組（4歳児）、う

さぎ組（3歳児）、こねこ組（1・2歳児）がそれぞれ繰り
広げる劇や楽奏、オペレッタなどを楽しみました．

　中でも、こねこ組が演じた劇あそび「大きなだいこん」に

は、ひときわ大きな声援が贈られていました．

圃休日救急医
3月13日　大熊内科医院（山本町）a52－7066

　20日中条病院（中条〉a57－3018

　21日山口医院（下条）a55－2003

　27日大島医院（川原町）君52－2957

4月3日山口医院（袋町）a52－2174

1・日馴霧鞭（高原田櫓68－2・34



訟
蔓

海
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第
二
回
町
議
会
定
例
会
が
三
月
一

日
か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。
会
期
は
．

二
十
八
田
ま
で
の
予
定
で
す
。

　
初
田
の
｛
田
は
、
　
「
町
営
ス
キ
ー

場
開
設
匿
関
す
る
講
願
」
ほ
か
皿
件

の
請
願
が
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
．

次
に
、
松
代
町
と
松
之
幽
町
を
十

樋
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
に
加
え
、

同
協
議
会
の
規
約
の
変
更
を
原
案
可

決
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
渠
町
村
人

事
事
務
紐
合
・
渠
町
村
職
員
退
職
手

当
維
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
増
加
及
び
規
約
の
変
更
を
原

案
可
決
。
次
は
、
一
般
会
計
ほ
か
六

つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
原

案
可
決
し
ま
し
た
。

　
二
周
か
ら
は
、
新
年
度
予
算
の
審

議
に
入
り
ま
し
た
。
町
畏
の
提
案
理

由
の
説
明
の
あ
と
、
各
常
任
委
員
会

の
調
査
を
経
て
、
ユ
十
四
認
に
は
、

平
成
六
年
度
予
算
が
成
立
す
る
見
込

み
で
す
。

　
心
日
に
議
決
さ
れ
た
条
例
の
一
部

改
正
を
中
心
に
お
知
ら
懸
し
ま
す
。

松
葉
荘
を

第
三
セ
ク
タ
ー
で
運
営

　
四
月
一
日
か
ら
、
地
域
休
養
施
設

「
松
葉
荘
」
の
管
理
を
第
三
セ
ク
タ

ー
で
運
営
。
管
理
は
㈱
松
葉
荘
が
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
地
域
休
養

施
設
特
別
会
計
を
六
月
一
日
か
ら
廃

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業

推
進
協
議
会
を
設
置

四
月
一
日
か
ら
、
集
落
の
家
庭
雑

排
水
及
び
し
尿
処
理
施
設
の
整
備
並

び
に
実
施
計
画
に
関
す
る
事
項
を
審

議
す
る
附
属
機
関
と
し
て
、
　
「
農
業

集
落
排
水
整
備
事
業
推
進
協
議
会
」

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

非
常
勤
特
別
職
の

職
員
を
改
廃

　
四
月
一
日
か
ら
、
非
常
勤
の
特
別

職
の
職
員
に
、
　
「
農
業
集
落
排
水
整

備
事
業
推
進
協
議
会
」
を
追
加
。
「
農

村
総
合
整
備
事
業
推
進
協
議
会
」
、

「
地
域
休
養
施
設
運
営
委
員
」
及
び

「
幼
稚
園
嘱
託
医
」
を
廃
止
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

（単位：％）平成6年度一般会計予算の姿

〈歳入〉

その他の内訳

諸　収　入3．2

地方譲与税1．5

分担金・負担金

　　　　　1．5

財産収入1．2
繰　越　金0．9

自動車取得税交付金

　　　　　0．7

使用料及び手数料

　　　　　0．5

利子割交付金　0．2

　　　国庫支出金
繰入金　　7．8

　　10．0

町債
　　　　その他
11．8墜

　　　　　9．7

県支出金，i

　7．1

町税　　　　地方交付税

14．1　　　39．5

民生費

　13．0

総務費

14．5

歳入

土酬農林鶴業1

公債費

　9．0

衛生費

6．2

　　その他
ll、、　7．9ノ

教育費

25．1

〈歳出＞

その他の内訳

消防費3．1
商工費1．9
議会費1．4

む
　
　
　
　
　
　
　

1．

0．

0．

費
費
費

旧
復
備
働

害
災
予
労

総額55億9，800万円歳出

　
二
月
十
日
、
平
成
六
年
度
川
西
町

一
般
・
特
別
会
計
予
算
（
案
）
が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
一
般
会
計
予
算
（
案
）
は
、

五
十
五
億
九
千
八
百
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
九
億
五
千
万
円
、
二
〇
・
四

ポ
イ
ン
ト
増
。
過
去
十
年
の
う
ち
ト

ツ
プ
の
伸
び
率
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
地
域

休
養
施
設
を
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
移
行

す
る
た
め
同
会
計
を
廃
止
。
六
つ
の

特
別
会
計
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
合

計
額
は
、
三
十
二
億
七
千
八
十
万
円

（
対
前
年
度
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
六
年
度
の
目
玉
と
し
て
は
、
川
西

中
学
校
体
育
館
建
設
事
業
、
仙
田
地

区
農
業
集
落
排
水
事
業
、
千
手
地
区

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
、

上
野
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
、
観

光
交
流
会
館
（
中
子
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）

建
設
事
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
良
質
米
生
産
基
地
と
し
て

の
確
立
を
図
る
た
め
、
地
域
問
調
整

の
推
進
を
図
り
、
全
面
積
作
付
け
可

能
へ
向
け
た
取
り
組
み
や
、
防
除
作

業
に
お
け
る
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
導

入
。
さ
ら
に
、
地
域
活
性
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
事
業
（
住
民
が
自
ら
実
施

す
る
地
域
づ
く
り
の
支
援
）
が
新
規

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
経
常
経
費
を
抑
制
し
、
投
資
的
経

費
・
福
祉
関
係
の
委
託
事
業
経
費
に

配
慮
し
た
点
が
特
色
と
い
え
ま
す
。
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凡と
に
な
り
ま
し
た
。

克
雪
住
宅
資
金
貸
付
基
金

の
限
度
額
を
引
き
上
げ

　
四
月
一
日
か
ら
、
克
雪
住
宅
資
金

貸
付
基
金
の
限
度
額
を
、
「
二
億
円
」

か
ら
「
二
億
五
千
万
円
」
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

子
供
の
交
通
事
故
防
止

　
子
供
が
屋
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
増
え
、

交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
す
。

子
供
の
事
故
の
特
徴
や
行
動
性
を
理

解
し
、
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
子
供
の
交
通
事
故
の
特
徴

①
子
供
の
交
通
事
故
の
原
因
の
大
半

は
、
道
路
へ
の
「
飛
び
出
し
」
と

「
車
の
直
前
直
後
の
横
断
」
に
よ
る

も
の
で
す
。

②
事
故
が
多
い
の
は
、
午
後
二
時
か

ら
六
時
ま
で
の
時
間
帯
で
す
。

③
自
宅
か
ら
事
故
発
生
地
ま
で
の
距

離
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
自
宅
か

ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

子
供
の
行
動
特
性

①
一
つ
の
こ
と
に
注
意
が
向
く
と
、

ま
わ
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な

る
も
の
で
す
。
ボ
ー
ル
が
道
路
へ
転

が
っ
て
い
っ
た
り
、
道
路
の
向
こ
う

側
に
い
る
お
母
さ
ん
を
見
つ
け
た
り

す
る
と
、
急
に
道
路
へ
飛
び
出
し
た

り
し
ま
す
。

②
物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
で
き
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
手
を
挙
げ
さ
え
す

れ
ば
車
は
必
ず
止
ま
っ
て
く
れ
る
も

の
と
思
い
込
み
、
車
の
停
止
を
確
認

し
な
い
ま
ま
道
路
を
渡
り
出
し
ま
す
。

③
何
か
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
る
と
、

う
き
う
き
し
て
落
ち
着
き
が
な
く
な

り
、
反
対
に
、
し
か
ら
れ
た
り
す
る

と
、
そ
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
ま
わ
り
の
こ
と
を
考
え
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

④
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
と
か
「
気
を
つ

け
て
」
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的
な
言

葉
だ
け
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
信
号
を
無
視
し
て
道
路
を
横
断
す

る
大
人
を
み
た
り
す
る
と
、
子
供
は

す
ぐ
に
マ
ネ
を
す
る
も
の
で
す
。

⑥
い
つ
も
通
る
道
路
で
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
別
の

道
路
で
そ
れ
を
応
用
し
て
守
る
こ
と

は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

新
年
度
予
算
（
案
）
を
記
者
団
に

公
表
す
る
南
雲
町
長

・木の体験広場整備事業

　　　　合わせて190，449千円

生涯学習の対策

教育用コンピューター
育
校
入
中

教
学
導
西

校
小
の
川

学
・
　
・

●

　・川西中学校体育館建設事業
　　　　　合わせて936，619千円
●社会教育

　・生涯学習事業の推進

　　　　　　　　　　4，995千円
●芸術・文化

　・芸術文化活動の充実（町出身
　　作家の特別展）

　・文化財保護事業

　　　　　合わせて11，724千円

地　　域　　振　　興

　・地域活性プロジェクト支援事

　業5，000千円

　・孫左衛門橋完成（町道山野田
　　下平線全線開通）

　・道路改良舗装事業（34路線）

　　　　　　　　　203，720千円
●克雪・利雪
　・流雪溝整備事業　77，492千円

　・克雪住宅普及促進事業（克雪
　　住宅の建築費用の助成制度）
　　新設　　　　　　13，200千円

　産業振興の対策
●農業

　・農業農村活性化長期構想の推

　　進2，699千円
　・農作業管理施設、廃オガ堆肥
　　施設等農業近代化施設の整備

　　　　　　　　　　60，260千円
　・県営防災ダム及びかんがい排
　　水事業（水管理改良）事業

　　　　　　　　　　99，075千円
●林業

　・特用林産産地化促進事業（き

　　のこの里づくり対策）

　　　　　　　　　　49，532千円

●商工業

　・商工業活性化支援事業（商工

　　会館改装工事及び商工会活動
　　推進援助事業）　12，836千円

●観光・レクリェーション

　・観光交流会館（中子レストハ
　　ウス）建設事業
　・温泉探査事業

　　　保健医療・生活環境対策

　　●保健医療

　　　・診療所の木曜日休診の解消
　　●環境衛生
　　　・合併処理浄化槽設置整備事業
　　　　（室島・田戸地区）7，566千円

　　　・環境保全巡視員制度スタート

　　　　　　　　　　　　　953千円
　　●上水道

　　　・千手浄水場滅菌設備改修事業

　　　　　　　　　　　　16，676千円
　　●下水道

　　　・仙田地区農業集落排水事業

　　　　　　　　　　　656，000千円
　　　・千手地区特定環境保全公共下
　　　　水道事業　　　　620，000千円

　　　・上野地区農業集落排水事業
　　　　（処理場改造）　150，000千円

　　　福　　祉　　の　対　　策

　　　・特別養護老人ホーム入所開始

　　　・在宅介護支援センター運営事

　　　業11，213千円
　　　・高齢者サービス調整チーム推

　　　進モデル事業　　9，436千円
　　　・地域福祉基金の運用益活用に

　　　　よる在宅福祉サービス事業の

　　　充実　　　　　　4，956千円

　　交通・河川・資源の対策

　●道路交通

⑧6．3．10



し
め
縄
を
作
る
た
め
に
整
備
さ
れ
た

乾
燥
施
設
（
赤
谷
・
5
・
8
・
1
2
）

　
二
月
二
十
四
日
、
上
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
六
年
度
の

転
作
面
積
の
配
分
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
県
か
ら
町
へ
配
分
さ
れ
た
転
作
面

積
は
、
一
四
二
・
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
町
作
付
け
可
能
面
積
全
体
の
約

二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
平
成
五
年
産
米
が
著
し

い
不
作
で
あ
っ
た
た
め
、
水
田
営
農

活
性
化
対
策
の
残
り
二
か
年
の
転
作

目
標
面
積
を
七
万
六
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

緩
和
し
、
適
正
在
庫
量
を
確
保
す
る

見
込
み
で
す
。

　
こ
の
水
田
営
農
活
性
化
対
策
は
、

三
年
間
実
施
の
二
年
目
を
迎
え
、
内

容
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
受
け
て
平
成
六
年
度
の
町

の
取
り
組
み
方
向
と
し
て
は
、
五
年

度
同
様
の
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

①
転
作
に
対
す
る
助
成
制
度
は
今

ま
で
ど
お
り
継
続
し
ま
す
。

　
重
点
作
物
組
織
化
育
成
目
一
般
・

特
例
作
物
の
転
作
を
実
施
す
る
組
織

・
個
人
に
対
し
て
、
作
物
別
に
作
付

面
積
に
応
じ
て
三
～
五
千
円
。
レ
ン

集　落　名 実転作目標面積 他用途利用米予定数量

東　　　　　山 400．7a 5，310k9
水　　□　　沢 220．8 2，940
上　　新　　井 237．9 3，270
中　　屋　　敷 280．○ 3，750
沖　　　　立 ／，128．O ／5，990
伊　　　　　友 707．7 9，930
高　　原　　田 239．3 3，210
坪　　　　　山 307．5 4，080
霜　　　　　条 294．O 3，960
鶴　　　　　吉 122．3 1，620
干　　手　　計 3，938．2 54，060
上　　　　　野 646．6 8，580
元　　　　　町 402．9 5，340
新　町　新　田 454．O 5，940
下　平　新　田 375．5 4，890
三　　　　　領 201．3 2，730
小　　根　　岸 155．1 2，100
上　　野　　計 2，235．4 29，580
木　　　　落 644．4 8，730
寺　　ケ　　崎 124．2 1，620
塩　　　　　辛 118．3 ／，530

仁　　　　　田 639．4 8，340
野　　　　　口 762．1 ／0，080
原　　　　　田 269．8 3，510
根　　　　　深 230．2 3，000
下　　　　　原 286．6 3，810
四　　十　　歩 24．2 300
橘　　　　計 3，099．2 40，920
中　　仙　　田 288．2 3，780
室　　　　　島 215．9 2，790
小　　　　脇 ／57．4 1，950
吉　　　　　　　　　　A
同　　　　　　　居 92．／ 1，140
藤　　　　　沢 8．○ 一

田　　　　　戸 147．9 1，890
赤　　　　谷 242．6 3，090
岩　　　　　瀬 271．6 3，480
大　　　　　倉 40．8 5／0
大　　白　　倉 209．5 2，670
小　　白　　倉 275．2 3，510
棚　　田　　翫 4，949．2 24，8肉0
川　西　町　計 11，225．O 149，370

コ
ン
、
ク
ワ
イ
、
ワ
ラ
工
芸
品
、
ソ

バ
の
出
荷
”
組
織
・
個
人
に
対
し
て

出
荷
額
の
一
割
以
内
又
は
、
組
織
で

五
万
円
、
個
人
で
一
万
円
を
限
度
。

　
転
作
作
物
種
子
種
苗
導
入
陸
一
般

・
特
例
作
物
の
転
作
を
実
施
す
る
組

織
・
個
人
に
対
し
て
、
種
子
・
種
苗

の
二
分
の
一
以
内
又
は
組
織
で
十
万

円
、
個
人
で
五
万
円
を
限
度
。

　
転
作
作
物
販
売
施
設
設
置
“
組
織

が
取
り
組
む
、
転
作
作
物
を
中
心
と

し
た
無
人
販
売
所
の
設
置
費
。

　
転
作
機
械
施
設
整
備
1
1
集
団
転
作

を
実
施
す
る
生
産
組
織
な
ど
が
、
機

械
施
設
を
導
入
す
る
場
合
、
必
要
な

経
費
の
一
部
を
補
助
。

②
重
点
作
物
は
、
一
般
作
物
目
大

豆
、
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
バ

（
前
作
を
伴
っ
た
も
の
）
特
例
作
物

H
加
工
用
ナ
ス
、
ス
イ
カ
、
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
な
ど

の
販
売
に
結
び
付
く
作
物
。

③
転
作
目
標
面
積
の
地
域
間
調
整

を
推
進
し
ま
す
。
他
市
町
村
と
の
調

整
は
も
と
よ
り
、
町
内
集
落
間
の
調

整
に
つ
い
て
も
考
慮
し
ま
す
。

④
そ
れ
に
伴
い
、
集
団
転
作
の
転

作
田
轟
嚇
や
水
路
な
ど
の
軽
微
な

補
修
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

⑤
転
作
目
標
面
積
の
配
分
算
定
は
、

集
落
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
作
付
け
可

能
面
積
を
算
定
基
礎
と
し
て
一
律
配

分
し
ま
し
た
．
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瀕
住
み
罠
い
街
づ
く
り
の
た
め
に

0
冒
　
　
．
．
．
．
．
．
3

　
今
回
は
、
四
月
か
ら
予
定
し
て
い

る
都
市
計
画
道
路
の
指
定
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

　
こ
の
「
都
市
計
画
道
路
」
は
、
都

市
施
設
と
呼
ば
れ
る
公
園
、
下
水
道
、

河
川
な
ど
と
同
様
に
、
円
滑
な
都
市

活
動
と
良
好
な
都
市
環
境
を
確
保
す

る
た
め
の
施
設
で
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
役
割
は
、
市
街

地
の
交
通
機
能
を
高
め
る
こ
と
や
、

沿
道
の
土
地
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
、

歩道　停車帯
　2
車　線

諏

l
l

9 昭■』　　　　　o

化轟

幅
員
侶
メ
i
ト
ル
の
県
道
の

イ
メ
ー
w
ン
図

日
照
、
採
光
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
維
持
、

防
災
上
必
要
な
防
火
帯
と
し
て
の
機

能
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
を
有
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
も
の
で

す
。

　
川
西
都
市
計
画
で
定
め
る
都
市
計

画
道
路
は
、
市
街
地
の
土
地
利
用
の

方
針
や
道
路
網
の
形
成
な
ど
を
基
礎

と
し
路
線
を
定
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
路
線
の
大
ま
か
な
位
置
は
、
千

手
地
区
の
中
心
市
街
地
を
縦
貫
す
る

県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
と
、
妻

有
大
橋
か
ら
千
手
市
街
地
に
直
接
連

絡
す
る
町
道
及
び
県
道
沖
立
入
口
か

ら
東
側
に
入
り
、
千
手
小
学
校
、
保

育
園
に
接
し
、
県
道
の
中
島
町
に
至

る
町
道
の
三
路
線
で
す
。
総
延
長
に

し
て
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
今
後
は
、
詳
細
な
道
路
整
備
の
予

定
を
煮
詰
め
、
早
い
時
期
の
着
手
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
沿
線
の
土
地

利
用
の
増
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
四
月
か
ら
は
、
こ
の
都
市
計
画
道

路
区
域
内
（
図
面
の
縦
覧
は
い
つ
で

も
で
き
ま
す
）
に
、
建
築
物
を
建
築

す
る
と
き
は
、
規
制
が
か
か
り
ま
す
。

建
物
の
新
築
、
改
築
の
予
定
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
あ
ら
か
じ
め
役
場
建
設

課
都
市
計
画
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

圏
圃
畳
の
罠
さ
を
見
直
そ
う
圖
圖

●
適
度
な
弾
力
性

　
わ
ん
ぱ
く
盛
り
の
子
供
が
畳
の
上

で
相
撲
を
取
っ
て
も
ケ
ガ
を
せ
ず
、

ま
く
ら
一
つ
で
昼
寝
を
し
て
も
、
さ

ほ
ど
疲
れ
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　
畳
の
中
身
で
あ
る
畳
床
は
、
厚
さ

四
十
紬
．
ほ
ど
に
積
ん
だ
ワ
ラ
を
五
袖
．

ほ
ど
に
圧
縮
し
て
作
り
ま
す
。
こ
れ

が
、
柔
ら
か
す
ぎ
ず
固
す
ぎ
な
い
、

畳
の
適
度
な
弾
力
の
秘
密
で
す
。

●
夏
涼
し
く
、
冬
温
か
い

　
蒸
し
暑
い
夏
も
、
畳
の
表
面
は
ひ

ん
や
り
と
冷
た
く
、
肌
に
心
地
良
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
寒
い
冬
は
、

金
属
や
タ
イ
ル
の
よ
う
に
冷
え
き
ら

ず
、
温
か
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
畳
が
熱
を
伝
え
に
く
い
材
料
で

作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
畳
表
の
イ
グ
サ
は
も
ち
ろ

ん
、
中
に
使
わ
れ
て
い
る
ワ
ラ
も
ス

ポ
ン
ジ
状
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
外

か
ら
の
暑
さ
、
寒
さ
を
さ
え
ぎ
る
断

熱
材
の
役
目
も
果
た
し
て
く
れ
ま
す
。

●
優
れ
た
吸
・
放
湿
性

　
ワ
ラ
な
ど
で
で
き
て
い
る
畳
は
、

多
孔
質
で
多
く
の
空
気
を
含
む
と
同

時
に
、
空
気
中
の
水
分
を
吸
っ
た
り

は
き
出
し
た
り
し
て
、
部
屋
の
湿
度

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
働
き
を
し
て

い
ま
す
。
一
畳
当
た
り
、
五
百
㏄
の

水
分
を
吸
収
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

●
畳
部
屋
は
多
目
的
ル
ー
ム

　
畳
部
屋
は
、
住
む
人
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
多
目
的
に
使
え

る
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
食
卓
を
出
せ
ば
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
に
、
そ
れ
を
片
づ
け
れ
ば
居
間
と

か
子
供
部
屋
、
ふ
と
ん
を
敷
け
ば
寝

室
に
と
早
変
わ
り
し
ま
す
。

　
日
本
の
風
土
に
適
応
し
、
自
在
に

使
え
る
畳
部
屋
の
良
さ
を
も
っ
と
見

直
し
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

麓
翻
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舎ヂ
．文ひ、

4
月
か
ら
最
高
翼
万
円
の
補
助
制
度
を
新
設

～
高
床
落
雪
式
が
克
雪
住
宅
資
金
貸
付
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
～

　
町
の
克
雪
住
宅
資
金
貸
付
制
度
は
、

昭
秘
五
牽
九
年
に
設
け
ら
れ
て
か
ら
、

百
九
牽
件
、
約
六
億
二
千
五
百
万
円

ほ
ど
の
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
住
篭
は
、
新
築
時
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
改
築
や
融
雪
設
備
の

設
置
な
ど
に
よ
り
、
克
雪
化
が
進
む

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
が
誕
婁
し
て
十
集
を
経

過
し
た
こ
と
を
ハ
つ
の
機
会
に
、
融

雪
式
、
耐
雪
式
の
貸
付
利
率
を
二
、
．

○
％
と
、
渠
下
で
も
最
低
の
利
率
に

引
き
下
げ
、
、
高
床
落
雲
式
屋
根
の
住

宅を

貸付

対
象
が
ら
除
外
ず
る
な
ど
、

貸
付
内
容
を
一
部
変
更
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
た
に
克

雪
住
宅
讐
及
梶
進
事
業
を
栽
設
し
、

融
雪
式
、
耐
雪
式
、
落
雪
式
な
ど
、

“
毯
宅
璽
蒐
雪
一
化
縷
要
攣
る
餐
㎝
駕
を
一

部
補
助
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
・

　
住
宅
の
新
築
、
載
築
あ
る
い
は
敵

良
を
さ
れ
巻
方
は
、
工
事
を
講
函
さ

れ
る
前
に
役
場
建
設
課
都
叢
謙
爾
係

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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二
月
二
十
五
日
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
、
新
し
い
「
ミ
ス
か
わ
に
し
」

の
発
表
が
あ
り
、
今
年
の
ミ
ス
に
は
、

次
の
お
二
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

星
名
　
和
美
さ
ん
（
22
歳
）
伊
　
友

星
名
　
　
薫
さ
ん
（
21
歳
）
学
校
町

　
、
、
・
ス
か
わ
に
し
は
、
こ
と
し
で
七

代
目
と
な
り
ま
す
。
ミ
ス
か
ら
は
、

町
の
雪
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
観
光
イ

ベ
ン
ト
や
県
内
外
で
開
か
れ
る
物
産

展
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
町

口

の
顔
と
し
て
．
こ
活
躍
願
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ミ
ス
に
選
ば
れ
た
お
二
人

に
は
、
六
日
間
の
ハ
ワ
イ
旅
行
が
贈

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
和
美
さ
ん
は
ス
キ
ー
、
音
楽
鑑
賞

が
職
味
と
い
う
、
去
年
富
山
市
か
ら

U
タ
ー
ン
し
て
こ
ら
れ
た
お
嬢
さ
ん
。

　
薫
さ
ん
は
、
去
年
三
月
短
大
を
卒

業
さ
れ
、
映
画
（
ビ
デ
オ
）
鑑
賞
が

趣
味
と
い
う
お
嬢
さ
ん
で
す
。

　
お
二
人
に
町
の
良
さ
と
、
ど
う
い

う
と
こ
ろ
を
P
R
し
て
い
き
た
い
か

伺
っ
た
と
こ
ろ
、
和
美
さ
ん
は
、
「
自

然
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
。
自
分
で

も
知
ら
な
い
町
の
こ
と
を
学
ん
で
、

い
い
所
を
P
R
し
て
い
き
た
い
」
。

薫
さ
ん
は
、
　
「
お
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ

リ
と
う
ま
い
空
気
。
自
然
が
い
っ
ぱ

い
で
、
お
米
の
お
い
し
い
こ
と
や
町

の
い
い
所
を
い
ろ
ん
な
人
に
P
R
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ミ
ス
か
わ
に
し
の
星
名
和
美
さ
ん
（
右
）
と
星
名
薫
さ
ん

ミ
ッ
キ
ー
、
ミ
ニ
ー
が
目
の
前
に

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
あ
い
さ
つ
は
、

鼻
と
鼻
を
く
っ
つ
け
て

　
十
日
町
雪
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、

十
日
町
市
を
訪
れ
て
い
る
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
．
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
（
親

善
大
使
）
の
梅
香
織
里
さ
ん
が
、
ミ

ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
、
ミ
ニ
ー
マ
ウ
ス
と

と
も
に
、
二
月
十
八
日
な
か
ま
の
家

を
慰
問
。
施
設
の
人
た
ち
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
施
設
入
所
者
一
人
ひ
と
り
に
、
ミ

ッ
キ
ー
や
ミ
ニ
ー
か
ら
記
念
力
ー
ド

が
手
渡
さ
れ
、
そ
の
際
に
鼻
と
鼻
を

合
わ
せ
る
あ
い
さ
つ
で
は
、
喜
び
の

歓
声
が
、
わ
れ
ん
ば
か
り
に
こ
だ
ま

し
て
い
ま
し
た
。

6．3．10⑥

一
楽
し
か
っ
た
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
二
月
十
六
日
、
仙
田
小
学
校
（
児

童
数
四
十
八
人
）
で
、
雪
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
間
が
パ
チ
ン
コ
玉
に
な
っ
て
、

ボ
ー
ル
を
く
ぐ
ら
せ
て
い
く
雪
上
ゲ
撒
灘
薪
．

ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
趣
向
を
こ
ら
し

た
ゲ
ー
ム
に
、
回
り
か
ら
は
大
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
雪

だ
る
ま
作
り
、
も
ち
つ
き
、
か
ま
く

ら
遊
び
な
ど
も
実
施
さ
れ
、
児
童
・

父
兄
ら
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

雪
の
上
で
は
、
ボ
ー
ル
が
う
ま
く

こ
ろ
が
っ
て
く
れ
ま
せ
ん



上
野
地
区
で
春
を
呼
ぷ
大
運
動
会

　
二
月
二
十
七
日
、
総
合
体
育
館
で
、

「
上
野
地
区
春
一
番
大
運
動
会
（
上

野
地
区
振
興
会
〈
富
井
相
四
郎
会
長
〉

主
催
）
」
が
実
施
さ
れ
、
地
区
住
民

五
百
人
ほ
ど
が
参
加
。
七
地
域
に
組

分
け
さ
れ
た
選
手
が
、
十
種
目
の
競

技
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
親
と
子
が
一
緒
に
な
っ
て
一
本
の

な
わ
と
び
を
と
ぶ
種
目
や
、
親
子
が

交
互
に
そ
れ
ぞ
れ
の
股
を
く
ぐ
っ
て

い
く
種
目
な
ど
、
お
も
し
ろ
い
競
技

も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
一
つ
ひ
と

つ
繰
り
広
げ
ら
れ
る
種
目
に
、
大
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
本
の
な
わ
と
び
を
二
人
で
と
ぶ
の

は
大
変
難
し
い
よ
う
で
し
た

商
業
振
興
の
講
演
会
を
開
＜

　
二
月
十
五
日
、
商
工
会
館
で
「
ま

ち
お
こ
し
と
商
業
振
興
」
の
講
演
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
商

業
振
興
構
想
策
定
事
業
の
一
環
と
し

講
師
の
久
米
さ
ん

て
実
施
さ
れ
た
も
の
。

　
講
師
は
、
久
米
斐
川
さ
ん
（
群
馬

県
鬼
石
町
商
工
会
長
）
で
、
　
「
地
域

づ
く
り
に
は
主
体
性
、
地
域
性
、
独

創
性
、
人
間
性
の
四
つ
が
大
切
。
商

店
街
づ
く
り
は
、
町
の
顔
を
つ
く
る

こ
と
で
あ
り
、
道
路
と
同
じ
よ
う
に

社
会
基
盤
整
備
を
考
え
る
べ
き
だ
。

商
工
会
は
、
町
お
こ
し
の
大
き
な
柱
。

行
政
と
連
携
し
て
、
住
民
の
賛
同
を

得
た
中
で
や
れ
ば
成
果
も
大
き
い
。

自
分
の
町
を
愛
そ
う
と
努
力
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
」
な
ど
を
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

会
会

第16回町民スキー大
第9回小学校親善スキー大

大会成績

．
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仙
田
村
の
学
校
間
題
⑳

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

小
林
政
夫
氏
の
回
想
①

　
中
仙
田
の
小
林
政
夫
さ
ん
は
、
役

場
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
少
年
時
代
に
書
記
見
習
に
採
用

さ
れ
、
五
年
間
を
仙
田
村
役
場
に
奉

職
し
て
村
政
の
オ
モ
テ
と
ウ
ラ
を
知

り
つ
く
し
た
。
そ
の
期
間
は
学
校
間

題
が
た
け
な
わ
で
、
小
林
さ
ん
の
頭

の
中
に
は
少
年
の
心
に
焼
き
つ
い
た

出
来
事
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
。

今
も
ご
健
在
の
小
林
さ
ん
に
、
そ
の

こ
ろ
の
貴
重
な
思
い
出
を
聞
か
せ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
オ
レ
が
役
場
へ
勤
め
た
の
は
昭
和

十
年
の
四
月
一
日
で
あ
っ
た
。
学
校

問
題
の
ゴ
タ
ゴ
タ
や
家
庭
の
事
情
か

ら
高
等
科
を
一
年
で
退
学
し
、
近
所

に
下
宿
し
て
い
た
佐
藤
五
郎
先
生
に
、

「
高
二
の
課
目
は
家
庭
教
師
の
つ
も

り
で
オ
レ
が
教
え
て
や
る
」
と
励
ま

さ
れ
て
の
就
職
で
あ
っ
た
。

掃
除
お
茶
出
し
謄
写
版

　
初
任
給
が
一
か
月
七
円
、
書
記
見

習
と
は
い
っ
て
も
お
茶
汲
み
か
ら
小

間
使
い
、
掃
除
か
ら
ガ
リ
バ
ン
切
り

ま
で
休
む
暇
も
な
く
動
き
回
っ
た
。

当
時
の
仙
田
村
は
役
場
に
農
業
会
が

同
居
し
て
お
り
、
役
場
事
務
の
ほ
か

に
一
般
農
業
と
養
蚕
の
技
術
員
が
居

り
、
県
の
経
済
更
正
指
定
村
に
な
っ

た
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
け
て

も
暮
れ
て
も
ガ
リ
版
の
印
刷
に
追
い

ま
わ
さ
れ
る
日
が
続
い
た
。

　
そ
の
こ
ろ
役
場
に
勤
め
て
い
た
衆

は
、
総
務
課
長
に
相
当
す
る
人
が
藤

沢
の
茂
野
与
吉
、
地
籍
係
が
岩
瀬
の

登
坂
久
吉
、
勧
業
係
が
赤
谷
の
登
坂

知
良
、
戸
籍
係
が
岩
瀬
の
中
条
俊
夫
、

兵
事
係
が
田
戸
の
星
名
規
矩
三
の
各

氏
で
、
ほ
か
に
武
田
豊
治
農
業
技
術

員
と
皆
川
義
雄
養
蚕
技
術
員
が
居
た
。

こ
の
時
代
は
ま
だ
、
役
場
に
女
子
職

員
は
一
人
も
居
な
か
っ
た
。

村
長
と
収
入
役

　
岩
瀬
出
身
の
登
坂
謙
三
村
長
は
温

厚
篤
実
な
人
格
者
で
、
上
下
の
へ
だ

て
な
く
職
員
や
村
民
の
話
に
耳
を
傾

け
、
オ
レ
に
も
優
し
く
し
て
く
れ
た
。

目
を
か
け
て
い
た
お
抱
え
の
車
夫
に

引
か
せ
て
夏
は
人
力
車
で
、
冬
は
ソ

リ
で
通
勤
し
た
。
あ
る
大
雪
の
日
に

車
夫
が
役
場
の
前
で
ソ
リ
を
ひ
っ
く

り
返
し
、
深
い
ヤ
ブ
の
中
へ
投
げ
出

さ
れ
た
時
も
決
し
て
怒
ら
ず
、
　
「
ヤ

ラ
レ
タ
」
な
ど
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
笑
う
心
の
温
か
い
人
だ
っ
た
。

　
増
田
克
治
村
長
も
庶
民
的
な
優
し

　
　
　
　
　
だ
ん
な

い
人
で
、
大
旦
那
様
と
い
わ
れ
る
こ

と
が
嫌
い
で
、
だ
れ
と
で
も
気
安
く

話
が
し
た
い
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
役
場
の
事
務
室
で
お
茶
を
出

し
た
ら
、
茶
碗
を
持
っ
て
自
ら
地
炉

端
に
来
て
、
村
の
衆
と
冗
談
話
に
花

を
咲
か
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
お
だ
や

か
で
、
酒
を
飲
ま
な
い
、
静
か
な
、

人
間
味
の
あ
る
村
長
様
だ
っ
た
。

　
室
島
出
身
の
半
田
利
一
郎
収
入
役

は
、
月
給
日
に
オ
レ
に
給
料
を
く
れ

る
の
を
時
々
忘
れ
る
人
だ
っ
た
。
偉

い
人
に
「
オ
レ
に
も
く
だ
さ
い
」
と

言
え
ず
、
茂
野
与
吉
さ
ん
に
頼
む
と

「
ア
ッ
、
忘
れ
て
た
」
と
言
い
な
が

ら
渡
し
て
く
れ
た
も
の
だ
。
村
民
に

信
用
が
あ
り
、
在
郷
軍
人
の
仙
田
村

分
会
長
も
勤
め
て
い
た
。

薬
師
詣
り
に
ぎ
わ
う

　
松
永
村
長
が
下
宿
し
た
薬
師
旅
館

は
、
中
仙
田
川
西
の
岡
野
町
へ
行
く

切
通
し
（
坂
の
袖
）
の
外
に
在
り
、

入
山
沢
の
入
口
に
位
し
た
こ
の
宿
が

「
ヤ
ク
シ
政
治
」
の
舞
台
に
な
り
、

重
要
な
秘
密
会
議
が
こ
こ
で
行
わ
れ

て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
こ
の
村
長
が
酒
と
女
を
好
き
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
夜
と
も
な
れ
ば
役
場

の
衆
が
ご
機
嫌
伺
い
に
参
上
し
て

「
ヤ
ク
シ
詣
り
」
と
さ
さ
や
か
れ
た
。

職
員
の
中
に
は
「
今
日
も
夜
な
べ
だ
、

ま
た
宿
直
だ
」
な
ど
と
、
家
人
に
ウ

ソ
を
つ
い
て
い
そ
い
そ
と
薬
師
へ
出

か
け
る
人
も
あ
っ
た
。
勤
務
は
き
び

し
か
っ
た
が
昔
の
役
場
に
は
家
族
的

ム
ー
ド
が
あ
り
、
良
家
出
身
の
職
員

は
斜
に
構
え
た
り
し
て
今
の
よ
う
に

公
僕
的
な
姿
勢
で
は
な
か
っ
た
。

松
永
村
長
は
モ
テ
男

　
松
永
村
長
は
好
色
家
だ
と
子
ど
も

心
に
思
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
薬
師
に
は

男
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
よ
う
な
美
形
の
オ

ン
ナ
ゴ
兼
仲
居
が
三
人
居
た
が
、
こ

の
村
長
様
は
ど
の
娘
た
ち
に
も
好
か

れ
て
嫌
わ
れ
な
か
っ
た
モ
テ
男
だ
っ

た
。
清
酒
は
ダ
メ
の
人
で
、
焼
酎
と

ブ
ド
ウ
酒
を
交
ぜ
て
カ
ク
テ
ル
み
た

い
に
割
っ
て
飲
ん
で
い
た
が
、
酒
が

絶
え
る
と
役
場
の
係
が
気
を
効
か
し

て
、
オ
レ
が
役
場
の
帳
面
で
関
川
屋

か
ら
買
っ
て
薬
師
へ
届
け
た
。
酒
代

は
交
際
費
か
ら
支
出
し
た
か
、
ど
う

い
う
具
合
に
帳
面
を
合
わ
せ
た
の
か
、

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
古
き
良
き
時

代
で
あ
っ
た
．

郡
内
で
一
番
の
印
刷

　
松
永
村
長
は
職
員
に
き
び
し
い
人

で
あ
っ
た
。
オ
レ
に
は
と
く
に
「
謄

写
版
を
き
れ
い
に
刷
れ
、
予
算
書
と

決
算
書
は
県
庁
へ
出
す
の
だ
ぞ
」
と

こ
ま
か
か
っ
た
。
ガ
リ
版
印
刷
は
オ

レ
の
大
事
な
仕
事
の
ひ
と
つ
だ
っ
た

が
、
い
く
ら
墨
を
濃
く
し
て
も
鉄
筆

を
軽
く
使
う
癖
の
あ
る
人
や
、
字
の

上
手
な
人
が
薄
く
ガ
リ
切
り
を
し
た

原
紙
は
綺
麗
に
刷
れ
な
か
っ
た
。

　
あ
る
年
、
中
魚
沼
地
方
事
務
所
で

郡
内
二
十
二
町
村
の
予
算
と
決
算
書

を
集
め
て
で
き
ぐ
あ
い
を
比
較
し
た

ら
、
オ
レ
の
印
刷
し
た
仙
田
村
の
が

一
番
綺
麗
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
そ

れ
を
「
小
林
君
、
お
前
が
上
手
に
刷

っ
て
く
れ
た
お
か
げ
だ
」
と
ホ
メ
ら

れ
た
と
き
は
、
う
れ
し
く
て
天
に
も

の
ぽ
る
よ
う
な
気
が
し
た
っ
け
。　　

難

　
写
真
は
仙
田
村
役
場
の
職
員

　
向
っ
て
左
か
ら
茂
野
与
吉
星
名

規
矩
三
　
増
田
新
平
　
半
田
利
一
郎

中
条
俊
夫
　
松
永
村
長
　
中
条
秀
雄

登
坂
久
吉
　
武
田
豊
治
（
農
技
）

小
林
政
夫
　
斎
喜
政
良
　
川
崎
伍
佐

押
木
正
直
の
各
氏
。

　
（
岩
瀬
　
中
条
秀
雄
さ
ん
提
供
）
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町
租
税
教
育
推
進
懇
談
会
長
表
彰

税
金
と
は

川
西
中
三
年
柳
　
祐
子

　
「
税
金
」
と
聞
い
て
私
が
頭
に
思

い
浮
か
べ
る
も
の
と
い
っ
た
ら
、
や

は
り
消
費
税
で
し
ょ
う
。
何
年
か
前

か
ら
始
ま
っ
た
消
費
税
制
度
。
私
は

と
て
も
嫌
で
し
た
。
面
倒
臭
い
し
、

小
銭
が
増
え
る
だ
け
だ
し
、
と
に
か

く
嫌
で
し
た
。

　
し
か
し
、
私
は
こ
の
嫌
な
消
費
税

が
、
な
ぜ
出
来
た
の
か
、
ど
ん
な
こ

と
に
役
立
っ
て
い
る
か
を
知
ら
な
い

こ
と
に
最
近
気
が
付
き
ま
し
た
。
私

は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
疑
問

に
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
父

に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
こ

ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
ど
う
し
て
出
来
た
か
。
そ
れ
は
、

国
の
税
金
が
足
り
な
い
か
ら
、
そ
の

消
費
税
で
賄
う
た
め
に
出
来
た
の
じ

ゃ
な
い
か
な
。
ど
ん
な
事
に
役
立
っ

て
い
る
か
。
そ
れ
は
、
近
く
に
妻
有

大
橋
が
出
来
た
だ
ろ
う
。
そ
の
橋
を

建
設
す
る
た
め
や
、
み
ん
な
が
い
つ

も
歩
い
て
い
る
道
路
の
整
備
の
た
め

な
ん
か
に
役
立
っ
て
い
る
な
。
」

ゆ　
そ
れ
を
聞
い
て
、
私
の
今
ま
で
の

考
え
は
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。
税
金
と
は
、
人
間
が
生

き
て
い
く
う
え
で
、
と
て
も
大
切
な

も
の
な
の
で
す
。

　
私
は
父
の
話
か
ら
、
自
分
の
回
り

に
は
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
税
が
生

き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

税
金
な
ん
て
、
面
倒
臭
い
と
し
か
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
今
は
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
事
の
た
め
に
役
立

っ
て
い
る
の
か
、
と
私
の
考
え
は
変

わ
り
ま
し
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
、
社
会
保
障
の
充

実
の
た
め
や
、
教
育
の
振
興
の
た
め
、

警
察
や
消
防
な
ど
生
活
の
安
全
の
た

め
な
ど
と
、
本
当
に
い
ろ
ん
な
こ
と

に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
中
で
も
、
私
は
、
警
察
や
消

防
な
ど
生
活
の
安
全
に
つ
い
て
は
、

と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
も

し
、
税
金
が
な
く
な
っ
た
ら
、
火
事

が
起
き
た
と
き
消
防
車
は
来
ま
せ
ん
。

急
病
人
が
出
て
も
救
急
車
は
来
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
人

の
命
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
の
で
す
。
税
金
が
な
く
な
る
と
、

私
た
ち
は
困
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
で
も
、
今
は
税
金
が
な
く
な
る
と

　
イ

『
V

　
溢

〔
ご
）

『

妙鐸

　
〆

じ↑
《
u

　が

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
税
金
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
毎

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

火
事
が
起
き
た
ら
消
防
車
は
来
て
く

れ
ま
す
。
急
病
人
が
出
た
ら
救
急
車

は
米
て
く
れ
ま
す
。
私
は
、
そ
れ
が

当
た
り
前
の
こ
と
に
し
か
思
っ
て
い

な
か
っ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
嫌
な
気
持
ち
で
は

な
く
、
快
い
気
持
ち
で
税
金
を
支
払

っ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

少
し
で
も
住
み
良
い
生
活
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

今
回
を
も
っ
て
、
　
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
の
紹
介
は
終
了
し
ま
す
。

町行造林事業の

り王員を募集作業王

3月25日締め切り

　
町
内
の
山
林
地
帯
で
、
雑
木
の
伐

採
や
杉
苗
の
植
林
な
ど
の
作
業
に
従

事
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
　
男
子
　
31
人

　
　
　
　
　
　
女
子
4
人

◎
採
用
条
件

①
町
民
で
健
康
な
人

②
男
子
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
機

　
　
の
操
作
が
で
き
る
人

③
年
齢
は
平
成
6
年
4
月
1
日
現

　
　
在
7
0
歳
未
満

　
④
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、

　
　
技
術
・
資
格
・
年
齢
な
ど
を
考

　
　
慮
し
て
選
考
し
ま
す
。

◎
賃
　
　
金
（
諸
手
当
も
含
む
）

　
男
子
　
日
給
　
八
千
円
以
上

女
子
　
日
給
　
七
千
円
以
上

◎
期
問
平
成
6
年
4
月
1
8
日

　
か
ら
1
1
月
3
0
日
の
予
定
。

◎
就
業
時
問
　
始
業
午
前
8
時

業
午
後
5
時
1
0
分

終

◎
休
　
　
日
　
日
曜
日
及
び
第
二
・

四
土
曜
日

◎
申
込
方
法
　
健
康
診
断
書
、
印
鑑
、

　
そ
れ
に
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

　
は
免
許
証
を
持
参
の
う
え
、
農
林

課
林
政
係
へ
．

◎
締
め
切
り
　
3
月
2
5
日
（
金
）

◎
そ
の
他
短
期
特
別
雇
用
保
険
、

　
労
働
災
害
適
用
の
制
度
あ
り
。

下
刈
り
作
業
（
岩
瀬
）
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全
図
圖
團

圃
函
回
▽

　
話
題
の
画
期
的
農
法

　
　
「
E
M
」
の
全
貌
二
冊
紹
介

◎
地
球
を
救
う
大
変
革

　
　
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
　
比
嘉
照
夫

　
E
M
と
は
、
有
用
微
生
物
群
の
こ

と
で
著
者
が
付
け
た
略
語
で
あ
る
。

発
見
の
き
っ
か
け
は
、
偶
然
混
ぜ
て

捨
て
た
微
生
物
（
そ
の
場
所
だ
け
が

雑
草
が
ケ
タ
違
い
に
繁
茂
し
て
た
）

か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。
E
M
の
使

用
で
、
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
も

米
の
収
穫
量
が
十
ア
ー
ル
あ
た
り
十

四
～
十
五
俵
に
達
し
た
と
い
う
。

　
E
M
使
用
農
法
は
他
に
も

○
除
草
剤
を
使
用
し
な
い
雑
草
対
策
。

○
無
耕
起
栽
培
な
ど
に
も
有
効
で
、

夢
の
よ
う
な
可
能
性
の
実
現
を
挙
げ

て
い
る
。
す
で
に
世
界
各
地
で
推
進

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
食
量
問
題
だ

け
で
な
く
、
環
境
改
善
（
畜
産
悪
臭

解
消
）
に
も
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が

実
証
さ
れ
て
い
る
。

◎
E
M
の
す
べ
て

　
毎
日
新
聞
社
　
総
監
修
比
嘉
照
夫

　
前
書
の
内
容
が
や
や
論
理
的
な
の

に
比
し
、
こ
ち
ら
は
E
M
使
用
の
豊

富
な
実
践
例
を
、
全
ぺ
ー
ジ
カ
ラ
i

写
真
を
掲
げ
て
わ
か
り
や
す
く
編
集

さ
れ
て
い
る
。

　
環
境
改
善
の
部
で
は
、
喫
茶
店
の

隣
に
牛
舎
が
あ
っ
て
も
、
E
M
の
使

用
で
悪
臭
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
例

や
、
生
ゴ
ミ
E
M
発
酵
利
用
法
（
悪

臭
が
な
い
）
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
農
作
物
の
部
で
は
、
今
ま
で
の
慣

行
農
法
の
限
界
突
破
の
例
を
、
稲
作

．
野
菜
・
果
樹
な
ど
な
ど
に
分
け
て

具
体
的
に
報
告
し
て
い
る
。

　　　益
　　　　ヨ　　　　　よ
　　　　　　　　4思
広報発行に　　　　　（敬称略）

川崎保一　（厚木市）　1万円

…
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一
夫
次
一
作
秀
雄
平
吉
博

貰
棚
昭
敏
周
栄
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通

…
託
傲
橋
野
木
橋
木
村
坂
条
生
。

…
嘱
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．
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岩
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　　　お　わ　び
　2月号r昇天一ごめい福を祈る」
で、平野タイが南雲タイになってい
ました。訂正します。

　
　
　
　
　
響
わ
響

　
　
　
　
　
撃
同
崎
正
風
選

寒
椿
添
え
て
密
柑
の
米
の
礼

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

妻
黙
し
わ
れ
ま
た
黙
す
大
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

凍
る
道
一
足
毎
に
気
を
く
ば
り

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

雪
焼
け
を
気
に
せ
ぬ
娘
等
の
遥
ま
し
き

　
　
　
　
　
　
　
上
町
高
橋

如
月
の
空
の
明
る
く
十
日
月

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越

戸
を
打
っ
て
春
の
嵐
の
激
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
　
川
崎

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢

雪
晴
れ
の
縁
に
二
三
の
鉢
の
も
の

　
　
　
　
　
　
山
野
田

お
互
い
の
雪
焼
け
の
顔
笑
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉

初
雪
の
レ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ヂ
渡
り
始
め

ひ
な
段
に
手
作
り
び
な
も
並
び
を
り

雨
だ
れ
の
音
に
も
春
の
来
て
を
り
し

静）ソ保誌石願
江貞一平幸似

藤
田
ひ
ろ
志

江
口
み
ゆ
き

研
ぎ
澄
ま
す
ご
と
大
寒
の
斜
氷
柱

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

か
じ
か
め
る
手
に
ま
ろ
や
か
や
寒
玉
子

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

二
三
日
温
く
き
日
つ
づ
き
今
日
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

山
茶
花
の
開
く
力
の
失
せ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

我
が
影
の
静
か
に
揺
れ
て
水
温
む

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

窓
開
け
て
鬼
の
逃
げ
ゆ
く
豆
を
撒
く

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

時
告
げ
る
チ
ャ
イ
ム
に
春
の
兆
し
あ
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

折
鶴
の
色
そ
れ
ぞ
れ
に
春
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

紅
梅
と
わ
か
る
蕾
の
ふ
く
ら
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

入
社
し
て
二
年
や
仕
事
に
も
馴
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

春
雷
を
遠
く
に
聞
き
て
仕
舞
い
風
呂

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

し
ん
と
し
て
雪
積
も
る
ら
し
窓
明
り

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

除
雪
車
の
轍
の
凍
て
し
二
月
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

窓
の
辺
に
鳥
影
チ
ラ
と
春
近
し

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
平

浬
繋
会
の
吹
雪
の
中
に
鐘
響
く

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山

五
六
寸
降
れ
ば
大
雪
な
る
都
会

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形

春
一
番
天
井
高
き
寒
さ
か
な

　
　
　
　
　
下
平
新
田

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂

箱
根
路
の
親
子
に
冬
の
杉
木
立

　
　
　
　
　
足
柄
上
郡
金
子

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山

三
寸
の
雪
に
大
渋
帯
の
都
市

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂

故
里
の
話
し
の
尽
き
ぬ
炬
達
か
な

　
　
　
　
　
　
志
木
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
⑱

詩
朗
－
0

　
　
3。

頼
太
　
●

　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
き
ょ
し

に
ぎ
や
か
な
湯
治
婆
等
に
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
君
江

き
さ
ら
ぎ
や
痛
み
き
び
し
き
五
十
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亘

雨
だ
れ
の
小
屋
根
た
・
き
て
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
十
久
一
一

　　　　投句要領
一締め切り　毎月末日厳守一

，〉はがき1枚に5句前後。レ題

は特に定めません（当季雑詠）。

レ住所、雅号と氏名明記。レ役

場内「文書広報係」か、中央町

r自南風社・高崎正風」あて，

レ初心者の投句歓迎。

彼
　
　
岸

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
い

う
言
葉
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

場
所
に
よ
り
、
ま
た
年
に
よ
っ
て
変

化
は
あ
り
ま
す
が
、
た
し
か
に
こ
の

時
期
は
季
節
の
変
わ
り
め
を
感
じ
ま

す
。
そ
れ
で
暖
房
は
春
の
彼
岸
ま
で
、

冷
房
は
秋
の
彼
岸
ま
で
と
、
彼
岸
を

目
安
に
冷
暖
房
を
し
て
い
る
ビ
ル
な

ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。

春
の
彼
岸
に
は
ぼ
た
も
ち
を
、
秋

の
彼
岸
に
は
お
は
ぎ
を
食
べ
る
風
習

は
、
か
な
り
全
国
的
に
広
ま
っ
て
い

ま
す
。
ぼ
た
も
ち
と
お
は
ぎ
は
、
ほ

と
ん
ど
の
地
方
で
同
じ
も
の
で
、
季

節
に
合
わ
せ
て
「
牡
丹
も
ち
」
「
お

萩
」
と
い
う
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
あ
ん
こ
を
つ

け
た
も
の
を
ぼ
た
も
ち
、
き
な
粉
を

つ
け
た
も
の
を
お
は
ぎ
と
呼
ぶ
習
慣

も
あ
る
と
か
。
ま
た
、
　
「
ぼ
た
」
と

は
く
ず
米
の
こ
と
で
、
く
ず
米
で
作

っ
た
も
ち
と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
う

で
す
。



　
県
交
通
災
害
共
済
の
更
新
加
入
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
嘱
託
員
を
通
じ

て
申
込
書
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
い
く
ら
自
分
で
注

意
し
て
い
て
も
、
万
一
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
、
加
入
し
て

い
る
方
も
三
月
末
日
で
共
済
期
間
が

終
わ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
家
族

全
員
が
加
入
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。　

去
年
加
入
し
た
八
、
三
六
九
人

（
加
入
率
九
十
五
・
四
％
）
の
う
ち
、

事
故
に
あ
い
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
た

最
高
百
二
十
万
円
の
見
舞
金

方
は
二
十
四
人
（
二
百
二
十
四
万
円

・
二
月
二
十
日
現
在
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
更
新
か
ら
、
内
容

に
次
の
よ
う
な
改
正
が
あ
り
ま
す
。

●
会
費
の
引
き
上
げ

　
三
百
五
十
円
↓
五
百
円
に

●
竺
寸
級
数

　
九
等
級
↓
十
一
等
級
に

●
最
高
額
の
引
き
上
げ
（
一
等
級
）

　
百
万
円
↓
百
二
十
万
円
に

加
入
申
込
童
目
は

　
　
次
の
こ
と
に
注
意

①
　
申
込
書
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

　
人
数
と
金
額
を
記
入
し
、
会
費
を

　
添
え
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

②
こ
と
し
三
月
末
日
ま
で
に
転
出

　
す
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
（
学

　
生
に
つ
い
て
は
加
入
で
き
ま
す
。
）

　
名
前
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
ら
、

　
棒
線
で
消
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
書
に
、
名
前
が
打
ち
出
さ

　
れ
て
い
な
い
方
は
、
余
臼
欄
に
書

　
き
加
え
て
く
だ
さ
い
。

④
申
込
書
は
、
左
右
切
り
離
さ
ず
、

　
嘱
託
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

無
軽
楼
で
ぎ
る
ふ
る
さ
と
の
味
業
⑦
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■材　料

　・うるち米1合（5人分）
■調味料

　・しょう油の味　少々

■調理方法

①米を一晩水に浸しておく。

②すり鉢でする。　（ときどき水を少し

　　ずつ入れながら、耳たぶくらいの固
　　さにする。

③熱湯の中に適当の大きさにして入れ

　　ながら、15分くらい煮る。できたら、

　　しょう油の味でいただく。

＊3月12日の「山の神の祭り」に作られた

　ものです。一年間の無病息災を祈って

　山に向かって弓を射る祭りで、その弓

　と矢と一緒に、からこもちを棒状にし

　てワラに包んだものを家の前に雪で山

　を作って飾ります。からこもちは、近
所の子供たちが持っていって食べます。

最
近
増
え
て
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー

　
　
～
あ
な
た
は
大
丈
夫
で
す
か
？
～

　
「
最
近
く
し
ゃ
み
が
出
る
な
あ
ー
」

と
思
い
は
じ
め
た
ら
も
う
三
月
、
花

粉
症
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
ギ
花
粉
症
の
前
線
が
町
に
達
す
る

の
は
三
月
中
旬
こ
ろ
と
か
。
こ
の
ス

ギ
花
粉
症
は
気
象
に
左
右
さ
れ
や
す

く
、
前
年
の
夏
の
気
温
が
高
い
と
花

粉
量
が
多
く
、
二
月
に
温
か
い
日
が

続
く
と
飛
び
始
め
る
と
の
こ
と
。
昨

年
の
冷
夏
、
こ
の
冬
の
寒
さ
で
、
今

年
は
少
し
遅
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
近
ご
ろ
は
花
粉
症
だ
の
、
ア
ト
ピ

ー
だ
の
と
、
ア
レ
ル
ギ
i
体
質
の
方

の
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
原

因
と
し
て
、
環
境
や
食
生
活
の
変
化
、

そ
し
て
薬
の
多
用
が
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
子
供
さ
ん
の
健
診
で
「
ア
ト

ピ
ー
で
…
」
と
い
う
方
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
　
「
食
事
に
は
気
を
つ
け
て

い
ま
す
。
卵
や
牛
乳
は
食
べ
さ
せ
ま

せ
ん
。
お
や
つ
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
カ

ス
テ
ラ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
『
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卵
や
牛
乳
・
そ
の
う
え
添
加
物
も
た
⑭
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
幽

嘱
凝
縫
騨
控
囎

も
警
加
え
れ
ば
大
丈
夫
と
か
・
加
紹

工
品
ま
で
ダ
メ
と
か
、
き
ち
ん
と
し
臥

と
言
わ
れ
た
日
に
は
、
　
『
？
』
マ
ー

ク
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
お
菓
子
に
は

く
さ
ん
入
っ
て
い
る
の
に
ー
。

　
食
事
制
限
を
す
る
場
合
に
は
、

ご

　
そ
れ
よ
り
も
、
ア
ト
ピ
ー
の
第
一

は
『
ダ
ニ
』
。
こ
れ
に
は
一
に
も
二

に
も
掃
除
、
一
日
最
低
三
回
と
言
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
暖
房
。
近
ご
ろ
は

や
り
の
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
一

見
黒
煙
も
上
が
ら
ず
ク
リ
ー
ン
そ
う

に
見
え
ま
す
。
で
も
、
し
ょ
せ
ん
石

油
ス
ト
ー
ブ
。
目
に
見
え
な
い
煙
が

部
屋
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
の
証
拠
に

テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
テ
レ
ビ
を
ふ
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
真
っ
黒
に
な
る
の
に

は
び
っ
く
り
。
部
屋
の
換
気
に
も
十

分
気
を
つ
け
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、

天
気
の
良
い
日
に
は
、
太
陽
と
お
友

達
に
な
っ
て
、
体
の
中
か
ら
き
た
え

て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
病
気
に
負
け
な
い
強
い
体
を
作
り

た
い
も
の
で
す
ね
。
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ピ
そ
す
す
と
ち
と
き
と
ゑ

　
　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
り
り
り
頓
葛
葛
葛
葛
慧
葛
名
葛
窄
φ
名
名

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

丸
影
嚢
翻
￥
女
根
深

小
林
け
荒
鹸
卦
二
男
中
仙
田

小
林
難
典
稔
子
長
男
新
町
新
田

小
銑
．
讃
稔
子
二
男
新
町
新
田

㎜
…
　
　
轟
　
…
㎜
…
　
㎜
難
…
㎜
…
㎜
…
…
㎜
…
㎜
…
…
㎜
…
…
鋤
㎜
㎜
…
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
…
㎜
㎜
…
㎜
…
㎜
…

　
ゆ
る
み
始
め
た
雪
の
下
に
、
か
す

か
な
緑
を
発
見
し
、
指
で
探
っ
て
み

た
ら
、
か
わ
い
ら
し
い
ふ
き
の
と
う
、

そ
し
て
指
に
触
れ
た
土
の
ほ
の
か
な

温
か
さ
。
「
も
う
春
は
す
ぐ
そ
こ
な

ん
だ
」
と
い
う
雪
国
の
人
な
ら
で
は

の
喜
び
。

　
南
北
に
長
い
日
本
列
島
で
は
、
雪

ご二〉ぐ二b

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　
ロ
　
　
か
　
　

（
山
田
美
智
子
＋
日
町
市
か
ら

昇
天
i
ご
め
い
福
を
祈
る

田
口
　
幸
雄
5
8
（
本
　
人
）
木
落

中
村
　
イ
サ
6
4
（
喜
　
一
）
野
　
口

南
雲
栄
介
7
7
（
本
人
）
寺
尾

村
越
春
野
8
0
（
辰
　
平
）
野
　
口

清
水
サ
ク
9
1
（
順
一
）
寺
尾

村
山
　
庄
八
9
7
（
勇
太
郎
）
高
原
田

　
（
2
月
1
日
～
2
8
日
届
け
出
分
）

を
見
た
こ
と
の
な
い
人
も
い
れ
ば
、

雪
の
中
で
の
入
学
式
と
い
う
地
方
も

あ
り
ま
す
。

　
雪
ど
け
の
感
激
は
、
雪
国
に
住
ん

で
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
も
っ
と
も
、
最
近
は
道
路
の
除

雪
が
い
き
わ
た
っ
て
き
た
の
で
、
昔

ほ
ど
雪
ど
け
の
感
激
は
な
く
な
り
、

そ
の
代
わ
り
、
雪
ど
け
と
聞
く
と
タ

イ
ヤ
の
粉
じ
ん
公
害
を
連
想
す
る
人

も
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
冬
期
閉
鎖

を
し
て
い
た
山
岳
道
路
な
ど
の
開
通

の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
バ

ス
よ
り
も
高
い
残
雪
の
雪
壁
の
間
を

車
が
走
る
、
こ
ん
な
開
通
風
景
を
テ

レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
雪
が
と
け
る
と
い
よ
い

よ
緑
の
季
節
。
室
内
か
ら
出
て
、
太

陽
と
お
友
達
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
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、

3年高橋美恵子さん
2年丸山めぐみさん

皿
慧
．
．

〈
上
野
小
学
校
丁
ー
ー

5
年
根
津
迫
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
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．
2
年
琴
差
、
矯
さ
ん

渡
缶
貝
正
嗣

3
年
金
子
　
瞳
さ
ん

（4月号は橘小学校です）


